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1．は じめ に

　 山 口県 内 に は，主 と して NE −SW 方 向 の 活 断層 が分

布 し，一
部 で NW −SE 方 向 の 活 断層 が認 め られ る〔図

一1）．こ の うち，山 口 県 東 部 の 岩 国断 層 帯 と西 部 の 菊

川 断層 帯 に つ い て は 地 震 調 査 研 究推 進 本 部 に よ っ て

長 期評 価が 実 施 され て い る ．

　 山 口 県 中 南 部 に お い て は ，大 原 湖 の 北東 か ら山 口 盆

地 北 縁 を通 り，宇 部 市 東 部 ま で 延 び る NE −SW 方 向の

長大 な リニ ア メ ン トが認 め られ る．こ の リニ ア メ ン ト

に 沿 っ て 断層露頭や変位地形 が認 め られ る こ とか ら，

断層系の 存在 が指摘され，大原湖断層系 と名付けられ

た
1，．こ の 断層系は 7 本の 活断層か ら構成 され る．北

東か ら大 原湖断層，山 口 盆 地 北 西縁 断層，下郷断 層，

宇 部東 部断層 を 主部 と し，大 原 湖断層 南西 部 で 南南西

へ 仁 保断層，山 口 盆 地 北西 縁断 層南西 部 と北東部で 北

へ 吉敷 川 断 層 と 木 戸 山 西 方 断 層 が そ れ ぞれ 分岐 し て

い る．

　本研 究 で は，大原 湖 断 層 系 に属 す る木 戸 山 西 方断 層

髄

A

轟 、

昏

を対 象 と して ，地 形 判 読 お よび 断 層 露 頭調査 を行い ，

既 存 の 調 査 結 果 を組 み 合 わ せ て ，そ の 性状 と活動性を

明 らか にす る．

2．木 戸 山 西 方 断 層 の 概要 と リニ ア メ ン ト

　木 戸 山 西 方 断 層周 辺 の 活断層 お よ び 断 層 露 頭 の 分

布 を 図 一2 に 示 す．

　 木戸 山西 方 断 層 は こ れ ま で ，山 口 市 宮 野 上 で 山 口 盆

地北 西 縁断 層か ら北 へ 分岐 し，山 口 市杖坂に至 る 約 9
  の 活断層で あ る とされ て き た

り．

　山 口 市宮 野 上 の 住宅造成地 で未 固 結 の 礫層 と流 紋

岩 とを境界す る断層が確認 され た
2）．断層 に切 られ た

崩積土 か ら 7．790± 40yrBP の
1
℃ 年代値 が 得 られ て い

る．こ の 断 層 露頭 の 北 東約 100m の 地 点 で ，2004年 11

月 に トレ ン チ 掘削 調 査 が 行 われ た．トレ ン チ 中央 部 に

2 条の 断 層 が 確 認 され ，断層 に切 られ て い る崖 錐 性 砂

層 か ら 3，560 ± 40ytBP の
14c

年 代 値が 得 られ た
1［．

　木 戸 山 西 方 断層 に 沿 っ た地 域 を対象 と して ，空中写
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図 一1 山 ロ 県 内 の 活 断 層 分布．黒 枠は 図 一2 の 範囲を 示 す．
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　I  
　　　　凡　例

○ 翫 層露頭

　 　（松永軌 玉村S’；水野ほ か 6，；

　 森 岡 ・金折7・）
★ 新 たに 驪 された

　 断 層露頭

匚］　ト レ ン チ発 掘地 点

！ 活 断層 の リニ ア メ ン ト
ー・一一一伏 在断 黶

0　　　　　　　　 5km
一

木戸山西 方断層周辺 の 活 断層

お よ び 断 層 露頭 分 布．

リニ ア メ ン トの ラ ン ク は

ア ル フ ァ
ベ

ッ トで 示 す．

真 を用 い て リニ ア メ ン トを 判 読 し，井 上 ほ か
S｝の 判 読

基準に 基づ い て A 〜D ラ ン ク に 区分 した．

　木戸 山西 方 断 層南西 部で は ，断層に 沿っ て 主 に C，

D ラ ン ク の リニ ア メ ン トが 認め られる．山口 市宮野 上

に お い て は 尾 根の 系統的な右横ずれ が 確認 され，B ラ

ン ク に 区 分され る．ま た ，山 口 市龍花にお い て ，段 丘

の 累 積 的な 右横ず れ が 認 め られ，A ラ ン ク に 区分 され

る．

　
一

方，木 戸 山西 方 断 層 北 東 部 で は 山 口 市杖 坂 にお い

て ，尾 根 の 右 横 ず れ が 認 め られ，B ラン ク に 分 類 され

る．南西部 と比 較 して ， リニ ア メ ン トが 不 明瞭 で 短 く、

主 に D ラ ン クで あ る．

　調 査 地 域の 地 質は，南 部 で は 周 防 変成 岩 類，中部 で

は 二 畳 紀大 田 層群 が 広 く 分布 して い る
9♪・lo）．北 部は 白

亜 紀阿 武 層群阿 東層の 嘉年溶結凝灰 岩部層 が 分布す る．

ま た ，南部 で は
一
部 で 白亜 紀 半深 成岩が 貫 入 し て い る ．

3．断 層 露 頭 の 性 状

　以 下 に，木 戸 山西 方断 層 の 存在お よび 活 動 性 を評 価

す る上 で 重 要 な 2 ヶ 所 の 露 頭 に つ い て詳 しく述べ る．

　断層 の 北側（上盤）で は，露頭 最下 部 に 基盤 岩 を構 成

する流紋岩質凝灰 岩が 認 め られ る．こ の 流 紋 岩 質 凝灰

岩は 阿 武層群阿 東層に 対 比 され る．基 盤 岩 は断層 面 か

ら幅約 m   の 断層 ガ ウ ジ を挟ん で，30cm間は破 砕 が

著 しい ．そ こ か ら北 側 で は 薄 い 粘 土 フ ィ ル ム を伴 う小

断層 が発 達す る．こ の 基盤 岩 を不 整 合 に 覆 っ て ，礫層

が ほ ぼ水 平 に 堆 積 して い る．こ の 礫 層 は 連 続 性 の よ い

シ ル ト層 で 上部 と下 部礫 層 に 分 け る こ と が で き る．

　 断層 の 南 側（下盤 ）で は ，断層面か ら約 2m 間は礫層 が

直接 断 層 と接 して お り，基盤岩 で ある流紋岩質凝灰 岩

は認 め られ な い 、基盤岩 を 覆っ て，礫層 が堆積 し て い

る．こ の 礫層は 淘汰が 悪く，基質もル
ーズ で シ ル ト層

を含 ま ない こ とか ら，上盤 の 礫層 とは 異なる環 境下 で

堆 積 し た と 判断 され る．露 頭 の 南端 に は，厚 さ約 20

c皿 の 砂 質 ロ ーム 層 が こ の 礫 層 を覆 っ て い る．さ らに，

そ の 上 位 に 最大 層厚 約 30c 皿 の ロ ーム 層 が 堆 積 し，ロ
ー

ム 層 とそ の 下位 の 砂 質 ロ ーム 層，礫層 を削 り込 ん で 斜

面堆 積 層 が 堆積 して い る．それ ら を茶 色 お よび 黒 色 土

壌 が不 整 合に 覆 っ て い る．黒色 土 壌 と断 層の 直接的な

関係 は植 生 の た め 確認 され て い な い ．

3．1 断 層露頭 Loc．1

　阿 東 町 篠 目 中郷 の 国 道 9 号 線 か ら北へ約 200m の
一

般県道迫 田 篠 目線の 道路 工 事 に 伴 う掘削法 面 に お い て ，

見 事な 断 層 露頭 が 出 現 した．

3．1．1 露頭 の 性状

　露頭の ス ケ ッ チ を図
一3 に 示 す．

　掘 削 法 面 は幅 約 30m ，高さ約 6m で あ る．法面 中央

か ら約 3m 南 に，北 に 急 傾 斜 した 断層 が 上下 方 向 に連

続 して い るの が 確 認 され る，断層 は幅 約 IO　cm の 白色 の

断 層 ガ ウジ を伴い ，南 側 の 断 層 面 は シ ャ
ープ で あ る．

この 断層面の 走向
・
傾斜は N47

°
E82

°
N で あ る，

3．L2 テ フ ラ 分析

　断 層の 南 約 5m の 位 置 で ，ロ
ー

ム 層 か ら 黒 色土壌 ま

で の 1．5m 間 を 10c皿 ご と に 試料 を採取 し て ，テ フ ラ分

析 を行 っ た．試料採 取 箇所 を 図 一4 に示 す ．そ の 結果 ，
こ の ロ

ー
ム 層 下 部 h；　A：「火 山灰 層 に相 当 し，約 2．8 万年

前に堆 積 した と判 断 され る．また，そ の 上 位 の 斜 面堆

積層 に も AT 火 山灰 起源 の 火 山ガ ラス が 含 まれ，二 次

堆 積 物 で あ る と判 断 され る，

3．L3 年 代 測 定 結 果

　断 層か ら南 約 6m の 地 点 に お い て ，斜面堆積層と黒

色土壌中の 炭質物が 混入 す る細粒の 泥 基質か ら試料 を
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　　　　　　　　　　 図
一3 断 層露頭 Loc．1 の ス ケ ッ チ．

採取 し，
1
℃ 年代測定 を行 っ た（図

一4 参 照 ｝．

　断層 に 切 られ た 斜面 堆 積層 で は 10，690〜5，380 ±

50yrBP の
14c

年代値 が得 られ，
一

部 で 年代 値の 逆転 も

見 られ る，ま た，黒色土壌 か らは 3，950± 40yrBP と 5，930

± 50yrBP の
14C

年代値が 得 ら れ た．

　 こ こ で 斜 面 堆積層 が 再堆積物 を含み ，比 較的 短 期 間

に 堆 積 し た と 考 え，上位 の 黒色 土壌 と時 代 的 に矛 盾 が

な く，斜 面 堆 積 層 の 最上 部 か ら採取 した 試 料の 値を 妥

当 な 値 とみ な す と，斜面 堆 積層の 堆積年代 は約 7
，
500

年 前 と判 断 され る．

3．2 断層 露 頭 Loc．2

　 こ の 断 層 露 頭 は 阿 東 町 篠 目中郷 の 国 道 9 号 線か ら北

へ 約 150m，断 層 露頭 Loc．1 か ら南 西 へ 約 500m に 位 置

す る ．

　露頭 の ス ケ ッ チ を図
一5 に 示 す．

　露頭 の 幅 は 約 5m ，高 さは最大 約 3m で あ る．断 層 は

露頭の 北東端 で 確認 され，幅約 30c 皿 の 白色 の 断 層 ガ ウ

ジ を伴う、断 層面 の 走 向・傾 斜 は N36
°
E76

°
N で あ る，

断層の 上 端は 不 明瞭 とな っ て い る．断層 ガ ウジ の 両 側

に は 流紋岩質凝灰 岩 を 母 岩 とす る カ タ ク レ ーサイ トが

認 め られ る．こ の カ タ ク レ ー
サ イ ト中に は 小 断層 が発

達 して い る．基盤岩の 上位 に は 流 紋岩 質凝 灰 岩 の 強 風

化 層 が 認 め られ る．

4．考察

　本 研 究 と既 存の 研 究結果 を総合 して ，木 戸 山西方断

層 の 性 状 と活 動 性 を考察 した．

4．1 木戸 山西 方 断 層 の 性 状

　 阿東 町 篠 目 に お い て ，木 戸 山 西方 断 層 北 東 端 に相 当

す る断層露頭 が確認 され た，こ の こ とか ら ， 木 戸 山西

方断層は 北東 に 約 3   延長 し，山 口 市 宮 野 上 か ら阿 東

町 篠 目ま で の 約 12   とな っ た．

4．2 木戸 山 西 方断層の 活動性

　断 層 露頭 Loc ．董 に お け る
且4C

年代測定 結果，斜 面 堆

積 層 の 堆積 年 代 は 約 7，500 年前 と 判断 され る．断層 が

こ の 斜 面 堆 積 層 を 切 っ て い る こ と か ら，断 層の 最新 活

動 時 期 は 約 7，500 年 前 以 降 とな る．こ の 年 代 は 木 戸 山

黒 枠は 図 一4 の 範囲 を示 す．

　　　　図
一4　試 料採取箇所 と 14C 年 代値

N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
　 カタク レーサイ ト（流紋岩 質凝 灰岩）

図
一5　断層露頭 】Li）c．2 の ス ケ ッ チ

西方 断層 の 最新活動 時 期を 約 3，500 年前以降 と し た金

折
1）と矛盾 し な い ．表 一1 に これ ま で 得 られ て い る 最

新活動時期を示 す．

　ま た，徳佐
一
地福断層 と大原湖断層の 最新活動時期

は それ ぞれ 約 7，600 年前以 前，約 3，200 年前以 前 と さ

れ る
1）・］1） ．こ の こ と か ら，木 戸 山 西 方断層 は 隣接す

る徳佐 一地福 断層 お よ び 大 原 湖 断 層 と は 活 動性 が 異 な

る と推 測 され る．

5．露 頭 の 保 存

　断層 露頭 Loc．1 は、基 盤 岩 か らそ れ を 覆 う堆 積層 を

切 る 活 断 層 が観 察 で き る 典 型 的 な 露 頭で あ る．さ らに ，

基盤 岩 を起源 とす る 白色 の 断 層 ガ ウ ジが 基 盤 岩 を覆 う

堆 積層 中 を上 下 方 向 に 5m ほ ど明 瞭 に 連続 して い る．

　 こ の よ うな基 盤 岩 か らそ れ を起 源 とす る ガ ウ ジが 堆
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積 層 中 に は っ き り と確認 され る断層露頭は，断層 の 形

成 お よび 活断層 の 運動を調べ る上 で も大変貴重 で あ る，

　道 路 工 事 の 施主 で あ る 山口 県阿 東土木事務所 に よ っ

て ， こ の 掘 削 法 面 の
一

部が 保存され る こ と となっ た．

保 存 範囲 は断 層 を含む 3 × 3m で ある，

　ま ず 保存部分 の 外 周 を 40cm ほ ど掘 り下 げ て ，30　c皿

の コ ン ク リー トの 外 枠 が 打 設 され た．次 に，外 枠 に 強

化 ガ ラ ス 板の 入 っ た ア ル ミサ ッ シ が 取 り付 け られ た．

　保 存施設 の 表 面 は 縦 方 向 に 仕 切 られ た 3 枚 の 鏡下ガ

ラス 板 （厚 さ 10   ）で 覆 われ，中央 の ガ ラ ス 板が 左 に

ス ライ ドす る よ うに工 夫 され て い る．両側 の ガ ラ ス 板

は固 定され て い る．保 存 施 設 は 平成 17年 且2 月 に 完成

した．

6．ま とめ

（i）Wt層 露頭 Loc．1に お い て ，道路工 事に 伴 う掘 削 法 面

　か ら 白色 ガ ウジ を伴 う断層が 確認 され た．この 断層

　露頭 は 木戸 山西 方断層北東 端 に 相 当す る，約 7，50e

　年前 に 堆積 し た斜 面 堆積層 を 断 層 が 切 っ て い る こ

　とか ら，木戸山西方断層 の 最新活 動 時期 は 約 7，500

　年前以 降 と判断 し た ，こ の こ とは最新活 動 時期 を約

　3，500 年 前以 降 と した金 折
1，と矛 盾 しな い ．

〔2）断 層 露 頭 Loc ．2 に お い て ，基 盤 岩 を 切 る 断層 が確認

　 され た ，断 層 は幅 約 30   の 白色 断層 ガ ウジ を伴 い ，

　断 層 面 の 走 向 延 長 ．ヒに は 断 層露頭 Loc．1 が位置す る．

　 また，こ の 断 層露頭は 木戸山 西方断層 に沿 っ た リニ

　ア メ ン ト上 に 位置する ，

〔3｝最 新 活 動 時 期 か ら，木戸山西方断層 は徳佐
一
地 福断

　層 お よび 大 原湖 断 層 と は 活 動時期 が 異 な る こ とが指

　摘 され る．
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